























































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 37 号（2015 年 3 月 20 日）
もの「性」に関する興味がでてきたときに，そ
れにつきあっていくのである。彼には，子ども
の提出することは，それがなんであっても，ま
るごとつかんで，つきあっていく姿勢がある。
― それは，学校をキヨラカな場とする斉藤喜
博には考えられないことである。
全員百点主義でいこう
　村田先生の授業の一コマである。
　子どもが持ち帰る答案を見て，その「汚
れ」っぷりにおどろくことはありませんか。
　赤いマルや青いマル，何重ものバツ，消
しゴムのくず，こすりすぎた破れ，そして，
幼い筆跡の「100点」。
　テストが始まると，しばらくは，静かに
緊張した空気がみなぎり，それを破るよう
に「できた」というささやき（この『できたッ』
を，叫びから　ささやきにするまでがたい
へんだった）がもれてきます。ある程度，
早くできた子に足ぶみをさせておいて，そ
れが5， 6人になった頃を見はからって「点
をつけるよ」と宣言します。
　第一次の採点は，赤ペンです。トップ・
グループの採点がすんだところで，その中
の満点をとった子に青い採点用鉛筆を渡し
ます。「青いマルつけ屋」さんの開店です。
　赤い百点をとれなかった子は，席に戻っ
て考え直し，百点になるまで，「青いマルつ
け屋」さんに通います。
　トップに続く第二グループのなかから，
理解の確実そうな数人を指名して「赤いマ
ルつけ屋」さんを，バトン・タッチして，
僕は，苦闘中の机を回って，個人指導をし
ながら，「どこで，どんなつまずき方をして
いるのか」を把握します。そして，採点基
準の許容度を「マルつけ屋」さんに知らせ
ます。つまり，事後指導のポイントをつか
みながら，「応援団」の仕事もするわけです。
　その頃には，「赤」「青」を問わず，とに
かく「百点」が続出してきて，「できた子」
と「できない子」に，教室ははっきり二分
されます。
　そこで，「家庭教師」作戦に移行します。
　百点をとって，友だちの相談にのってや
ると名乗りでた一団の中から，まだ百点に
至らずに苦しんでいる子が「家庭教師」を
指名します。
こうして，自分で考えこむ子，「マルつけ屋」
さんのところで誤りを指摘され説明をうけ
ている子，隣に相談役を座らせて教えても
らっている子……というように，複雑なコ
ミュニケーションの気流が教室に流れてい
きます。
(「ガリバー」33号）
　村田は「百点主義」の言葉で，「点取り主義」
を強調するわけでは無論ない。「全員に確実な
知識や理解を」身につけることをこえて，「『百
点』までねばり抜き，百点に至らねば満足しな
い『百点感覚』とでも言うべき感性」を育てた
いという。
　ここから村田先生は、父母に語りかける。挑
発する。
　「70点」などという答案が返されたとき，
「ああ，そうか，オレは70点か」とそのま
ましまいこむのではなくやり返して，「100
点」にして帰るようでなければいけないし，
「70点。もうすこしがんばれ」などとフヤ
ケタことを言わずに「残りの30点を先生か
らモギ取ってこい」とハッパをかけるぐら
いの親であってほしいと思います。
(「ガリバー」33B号）
　「ウチの子も百点にしてくれ」と要求するこ
とは，まともな要求であり，権利なのである。
このように村田は主張する。
ただ，現実はどうか。
　「ぼくたち教師は，今，このように要求され
ると，たちまち恐慌をきたすような悪条件と能
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力喪失の状態にあります」。
　村田先生は，だからこそ，すべての子は「選
別」の対象ではなく，「成長・発達」の対象な
のだと切りかえ，そのうえで親と提携していく
ことが大切だとしている。
　教師の仕事というものは，子どもを，上・
中・下などと「振り分ける」のではなくて，
一人残らず「たいへんよくできました」と
言えるようにすることなのだ，たとえそれ
がどんな困難であっても，「振り分け」に自
己満足する姿勢とはキッパリ絶縁せねばな
らない。
(「ガリバー」33号）
　「どの子も百点にする」というタテマエを逆
手にとって，村田は「教師の仕事の問題点」を
照射する。
　「ガリバー」には，いろいろな人間が，生き
生きとたち現れる。生徒たちの作文はもちろん
であるが，親からの手紙，生徒が出た保育園の
先生，同僚の先生，卒業生から便りが登場し，
次第に，その輪をひろげていく。教室での出来
事の波が増幅されて，また学級通信に反映され
ていく中で，ひとつの「世界」 が形づけられて
いく。
　学級通信「ガリバー」を見ていると，村田先
生は，そこに新しい授業のスタイルを，子ども
たちとのあいだにつくりあげようとしているよ
うである。
　そこでの「教育」は，教える・教えられる関
係ではなく，「きょういく＝共育（共に育つ）」
営みと思われてくる。
村田栄一　川崎市の藤崎小学校，向丘小学校で
２２年間教職につく。
　１９８０年に退職。
（注1）「学級通信・ガリバー」（1973年　社会
評論社）
　これは「飛びだせチビッコ」（1970年　エー
ル出版）を改訂したもの
